










要約:初回妊婦 409 名における妊娠うっ病の重症度ならびに症状下位項目(胎児心音確認時

点で施行した Self-rating Depression Scale)に対し、妊婦自身および夫が妊娠に対して

示した心理的態度ならびに夫への信頼感が与える影響について調査した。妊娠うつ病の重

症度には、妊娠に対し妊婦の夫が否定的態度を示すことが有意の影響を与えていた。この

所見は、これまでの夫との信頼度をまず統制しても認められた。また、うつ病の症状下位

項目のなかで、認知と自己評価は、妊娠に対する妊婦自身の否定的反応と否定的な夫の反

応に、抑うつと不安は今回の妊娠が望んでいない妊娠だったことに、それぞれ有意に影響

されていた。この所見も、これまでの夫との信頼度をまず統制しても認められた。さらに、

抑うつと不安には、夫の信頼度の低さが有意に影響していた。従って、妊娠期間中に認め

られるうつ病に対して、これまでの夫との信頼度と、今回の妊娠に対して夫が示した心理

的態度が有意の影響を与えていることが示唆された。


